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新
年
を
迎
え
る
準
備
が
始
ま
る
師
走
上
旬
、
神
宮
大
麻
の
頒
布

が
始
ま
る
。
神
社
の
授
与
所
で
も
扱
う
が
、
塩
竈
市
内
の
全
て
の

家
庭
に
届
け
る
こ
と
を
目
標
に
神
職
・
養
成
所
生
徒
総
員
で
一
軒

一
軒
を
訪
ね
歩
く
。
玄
関
が
開
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
受
け
て
頂
け
る
。

「
ご
苦
労
さ
ん
ね
」・「
一
年
あ
っ
と
言
う
間
だ
ね
」
と
い
っ
た
会

話
も
毎
年
の
こ
と
。
道
端
で
呼
び
止
め
ら
れ
て
、
留
守
に
し
て
い

る
か
ら
と
受
け
ら
れ
る
方
や
、
コ
ン
ビ
ニ
店
主
に
授
与
し
て
い
る

と
買
い
物
客
か
ら
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
軒
先
を
借
り
て
の

金
銭
授
受
に
は
恐
縮
す
る
。
が
、
市
内
全
域
を
隈
な
く
歩
く
た
め

同
じ
地
区
を
二
度
訪
ね
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
留
守
を
理
由
に
再

訪
を
求
め
て
く
る
電
話
に
、
神
社
に
来
て
受
け
て
戴
く
し
か
な
い

と
伝
え
る
の
は
心
苦
し
い
。
学
生
時
代
、
東
京
で
の
大
麻
頒
布
は

苦
い
思
い
出
だ
。
百
件
以
上
歩
い
て
、
一
体
も
頒
布
で
き
ず
、
押

し
売
り
だ
と
怒
鳴
り
つ
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と

を
思
い
返
す
度
、
塩
竈
の
有
難
さ
を
感
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
街

を
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
身
体
で
感
じ
る
も
の
が
あ
る
。
港
町
特
有

の
坂
道
や
階
段
の
多
い
地
形
に
建
つ
家
々
を
巡
る
中
、
よ
う
や
く

上
り
つ
い
た
一
軒
家
が
留
守
で
あ
っ
た
時
の
落
胆
。
若
い
時
は
そ

れ
以
上
の
考
え
は
浮
か
ば
な
か
っ
た
が
、
階
段
を
辛
く
感
じ
る
年

齢
と
な
っ
て
毎
日
上
り
下
り
す
る
家
人
の
御
苦
労
を
思
い
知
る
よ

う
に
な
っ
た
。
若
い
時
で
さ
え
危
険
に
感
じ
た
急
階
段
の
先
に
老

夫
婦
の
住
ま
い
が
あ
る
。
お
そ
ろ
い
で
良
い
年
を
む
か
え
ら
れ
る

よ
う
神
宮
大
麻
を
お
届
け
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
宮
大
麻
全

国
頒
布
が
明
治
五
年
に
始
め
ら
れ
て
か
ら
百
五
十
周
年
。
先
人
よ

り
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
使
命
感
を
胸
に
、
こ
の
聖
な
る
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
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令
和
五
年
（
皇
紀
二
八
六
三
年
）

新
春
を
寿
ぎ
、
御
皇
室
の
弥
栄
と

御
国
の
安
泰
を
御
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　

氏
子
崇
敬
者
各
位
に
は
旧
年

中
、
当
社
の
神
事
・
諸
行
事
に
御

理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
各
祭
典
が

規
模
を
縮
小
し
て
斎
行
さ
れ
る

中
、
花
祭
・
み
な
と
祭
に
は
三
年

ぶ
り
に
市
内
の
神
輿
渡
御
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
の
心
暖

ま
る
歓
迎
を
う
け
、
御
神
輿
を
ど

れ
だ
け
心
待
ち
に
し
て
い
た
か
と

察
す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
。
ま
た

新
嘗
祭
に
お
け
る
初
穂
曳
は
、
氏

子
青
年
会
の
皆
様
に
よ
り
、
縮
小

し
な
が
ら
も
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
本
年
は
大
勢
の
皆
様
の
御
奉

仕
に
よ
り
奉
曳
車
の
「
椀
鳴
り
」

が
市
内
に
響
き
わ
た
り
ま
す
事
を

願
い
ま
す
。

　

さ
て
、
社
報
「
し
お
が
ま
さ
ま
」

は
、
昭
和
二
十
七
年
年
九
月
に
発

刊
さ
れ
、
昨
年
七
十
年
の
節
目
と

な
り
ま
し
た
。
発
刊
の
こ
と
ば
に

「
氏
子
崇
敬
者
な
く
し
て
神
社
は

あ
り
得
な
い
。
今
度
こ
の
『
お
山

だ
よ
り
』
を
刊
行
す
る
こ
と
に
よ

り
些
か
で
も
神
社
と
氏
子
崇
敬
者

と
の
つ
な
が
り
に
資
す
る
所
が
あ

れ
ば
望
外
の
幸
甚
で
あ
る
」
と
あ

り
ま
す
。
爾
来
、神
社
の
四
季
折
々

の
祭
典
・
行
事
等
を
お
伝
え
し
て

き
ま
し
た
。
情
報
発
信
の
形
が
多

様
化
し
て
い
る
現
在
、
発
刊
の
こ

と
ば
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
も
氏
子
崇
敬
者
と
の
つ
な
が

り
を
「
し
お
が
ま
さ
ま
」
が
担
う

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

昨
年
末
よ
り
コ
ロ
ナ
感
染
者
数

が
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
中
、
神

社
で
は
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
、

皆
様
の
御
参
拝
を
お
待
ち
致
し
て

お
り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
弥
益

の
御
繁
栄
と
御
健
勝
を
祈
念
し
新

春
の
辞
と
い
た
し
ま
す
。

初
春
に
寄
せ
て
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輝
か
し
い
令
和
五
年
の
新
春
を

迎
え
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
隆

昌
、
志
波
彦
神
社
・
鹽
竈
神
社
様

の
繁
栄
を
祈
念
し
皆
様
方
へ
謹
ん

で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

平
素
よ
り
崇
敬
会
の
護
持
運
営

は
も
と
よ
り
、
諸
政
策
の
事
業
推

進
に
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
三
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
的
に
蔓
延

し
、
国
民
生
活
は
も
と
よ
り
、
社

会
活
動
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は

ご
承
知
の
通
り
で
す
。
昨
今
は
コ

ロ
ナ
に
加
え
て
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
な
ど
の
影
響
に
よ
る
原

材
料
価
格
の
高
騰
、
諸
物
価
の
上

昇
な
ど
、
私
た
ち
の
取
り
巻
く
環

境
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

　

感
染
症
拡
大
防
止
を
最
優
先
に

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
な
ど
に
国
を
挙

げ
て
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、

今
だ
終
息
の
見
通
し
が
立
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

神
社
界
に
於
い
て
も
例
外
で
は

な
く
、
諸
神
事
、
会
合
等
が
ほ
と

ん
ど
中
止
、
縮
小
の
止
む
な
き
に

至
り
、
忍
耐
を
要
す
る
年
に
な
り

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
と
他
国
の
争
い
が
一

日
も
早
く
終
息
し
平
和
な
日
々
が

戻
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

　

畏
く
も
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
於

か
れ
ま
し
て
は
「
第
三
十
七
回
国

民
文
化
祭
お
よ
び
第
二
十
二
回
全

国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
」
に
ご

臨
場
併
せ
て
地
方
事
情
ご
視
察
の

た
め
、
十
月
二
十
二
日
か
ら
二
十

三
日
に
か
け
て
沖
縄
県
に
行
幸
啓

さ
れ
ま
し
た
。
三
年
ぶ
り
の
御
宿

泊
の
国
内
行
幸
啓
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

日
々
ご
公
務
に
精
励
さ
れ
て
お

り
ま
す
こ
と
誠
に
慶
賀
に
堪
え
な

い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
麗
し
い
精
神
文
化
が

継
承
さ
れ
て
き
た
意
義
を
再
認
識

し
、
一
層
皇
室
敬
慕
の
念
の
涵
養

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存

じ
ま
す
。

　

昨
年
七
月
十
八
日
縮
小
は
い
た

し
ま
し
た
が
三
年
振
り
に
第
七
十

五
回
塩
竈
み
な
と
祭
を
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
両
社
の

大
神
様
が
神
輿
に
遷
ら
れ
供
揃
え

を
従
え
て
市
内
を
巡
幸
さ
れ
ま
し

た
時
、
沿
道
に
多
く
の
市
民
の
皆

様
が
手
を
合
わ
せ
目
を
潤
ま
せ
る

姿
を
拝
見
し
た
時
、
胸
が
締
め
付

け
ら
れ
る
思
い
が
い
た
し
ま
し

た
。
皆
様
が
今
年
こ
そ
は
と
待
ち

に
待
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
と
察
せ
ら

れ
ま
す
。

　

古
来
よ
り
地
域
の
精
神
的
な
拠

り
所
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
神
社
の
護
持
発
展
に
尽
く

す
た
め
、
皆
様
方
に
は
氏
神
様
や

各
家
庭
の
お
祭
り
に
率
先
し
て
ご

奉
仕
頂
き
た
く
又
後
継
者
の
育
成

と
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

最
後
に
氏
子
崇
敬
会
の
皆
様
に

改
め
て
旧
年
中
の
ご
奉
仕
に
深
甚

な
る
敬
意
と
感
謝
を
表
す
と
共

に
、
ご
家
族
様
の
ま
す
ま
す
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
輝
か
し

い
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

を
衷
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
旧
年
中
は
警
察
行
政
の

各
般
に
わ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と

多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
春
、
塩
釜
警
察
署
の
第
九
十

五
代
署
長
と
し
て
着
任
し
、
着
任

間
も
な
い
三
月
二
十
九
日
に
執
り

行
わ
れ
た
志
波
彦
神
社
例
祭
で

は
、
清
浄
な
神
域
で
斎
行
さ
れ
る

神
聖
か
つ
荘
厳
な
儀
式
に
感
銘
を

受
け
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

参
列
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹽
竈
神
社
花
ま
つ
り
並

び
に
塩
竈
み
な
と
祭
で
は
、
神
輿

が
表
坂
下
に
お
着
き
に
な
っ
た
と

き
、
歓
声
を
あ
げ
る
観
衆
の
姿
、

市
内
巡
行
等
で
神
輿
に
そ
っ
と
手

を
合
わ
せ
る
観
衆
の
姿
、
神
輿
還

御
の
た
め
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ

て
い
る
氏
子
の
皆
様
を
静
か
に
見

守
る
観
衆
の
姿
を
目
の
当
た
り
に

し
、
多
く
の
人
々
か
ら
崇
敬
を
受

け
て
い
る
目
に
見
え
な
い
御
姿
の

ご
加
護
を
感
じ
、
署
員
一
同
も
こ

の
警
備
活
動
に
喜
び
と
使
命
感
を

持
ち
、
事
故
防
止
対
策
に
万
全
を

図
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
の
治
安
情
勢
に
つ

い
て
は
、
犯
罪
の
抑
止
等
の
警
察

諸
活
動
を
推
進
し
た
結
果
、
治
安

維
持
に
関
し
て
一
定
の
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
一
方
で
高
齢
者
を

狙
っ
た
特
殊
詐
欺
や
子
供
・
女
性

に
対
す
る
犯
罪
が
発
生
す
る
な
ど

予
断
を
許
さ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

塩
釜
警
察
暑
で
は
、
安
全
・
安

心
な
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
署

員
一
丸
と
な
っ
て
治
安
維
持
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
本
年

も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、「
コ
ロ
ナ
禍
」
が
終

息
し
、
こ
れ
ま
で
通
り
各
種
神
事

が
執
り
行
わ
れ
ま
す
こ
と
と
、
皆

様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

�

塩
　

釜
　

警
　

察
　

署
　
署

　
長
　

内
　
海
　
雅
　
晴
　

年
頭
の
ご
挨
拶

�

東
　

北
　

歴
　

史
　

博
　

物
　

館
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

館
　
長
　

阿
　

子
　

島
　
　

　
香

　

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
令
和

五
年
の
清
々
し
い
新
春
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
鹽
竈
神
社
様
に
は
、

東
北
歴
史
博
物
館
の
秋
季
特
別

展
「
み
ち
の
く
の
サ
ム
ラ
イ
た
ち　

―
東
北
武
士
の
系
譜
―
」
の
開
催

に
あ
た
り
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
同
展
「
刀
剣
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
も
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

鹽
竈
神
社
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ

ま
す
極
め
て
貴
重
な
文
化
財
の

数
々
を
、
当
館
展
示
の
た
め
に
ご

出
陳
い
た
だ
き
、
お
蔭
様
で
多
く

の
市
民
の
皆
様
と
大
き
な
感
動
を

共
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

仙
台
藩
四
代
藩
主
、
伊
達
綱
村
公

が
鹽
竈
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
「
太

刀　

銘　

来
国
光
」
は
鎌
倉
時
代

後
期
の
名
刀
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

太
刀
に
付
属
す
る
外
装
「
金
梨
地

菊
・
竹
に
雀
紋
蒔
絵
糸
巻
太
刀
拵
」

は
江
戸
時
代
前
期
の
豪
華
な
優
品

で
す
。
太
刀
、
拵
と
も
に
、
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
鹽
竈
神
社
は
「
奥
州
一
宮
」

と
し
て
、
伊
達
政
宗
公
以
来
、
仙

台
藩
の
崇
敬
を
集
め
て
お
り
ま
し

た
が
、
綱
村
公
以
後
に
歴
代
藩
主

は
太
刀
奉
納
を
例
と
し
、
今
回
も

そ
の
中
か
ら
三
振
り
の
太
刀
お
よ

び
拵
を
出
陳
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

足
利
尊
氏
下
文
な
ど
の
貴
重
な

中
世
古
文
書
と
合
わ
せ
て
、
広
く

刀
剣
フ
ァ
ン
は
じ
め
来
館
の
皆
様

に
ご
鑑
賞
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、「
文
武
両
道
」
の
サ
ム
ラ
イ

た
ち
の
理
解
を
深
め
る
展
示
と
な

り
ま
し
た
。
令
和
二
年
春
か
ら
続

く
コ
ロ
ナ
禍
の
一
日
も
早
い
収
束

を
願
い
つ
つ
、
そ
の
中
で
博
物
館

が
果
た
せ
る
役
割
を
改
め
て
認
識

し
、
地
域
文
化
の
更
な
る
発
展
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

氏
子
崇
敬
会

　

会
長　
　
　

桑
原　
　

茂

　

副
会
長　
　

水
野　

暢
大

　
　

〃　
　
　

佐
藤　

良
明

　
　

〃　
　
　

小
林　

克
己

　
　

〃　
　
　

菅
原　

宏
和

　
　

〃　
　
　

引
地　

利
男

祭
典
委
員
会

　

委
員
長　
　

内
形　

繁
夫

　

副
委
員
長　

齋
藤　

善
彌

　
　

〃　
　
　

香
取　

嗣
雄

　
　

〃　
　
　

志
賀　

重
信

　
　

〃　
　
　

菅
原　

宏
和

　
　

〃　
　
　

鈴
木　

金
善

敬
神
婦
人
講

　

講　

長　
　

宇
仁　

一
美

　

副
講
長　
　

佐
々
木
良
子

　
　

〃　
　
　

今
野
紀
美
子

　
　

〃　
　
　

千
賀　

寿
子

氏
子
青
年
会

　

会　

長　
　

戸
羽　

宏
明

　

副
会
長　
　

沼
倉　

安
志

　
　

〃　
　
　

永
沢　
　

透

　
　

〃　
　
　

小
林　

史
人

　
　

〃　
　
　

鈴
木　
　

整

節
分
祭
年
男
年
女
世
話
人
会

　

会　

長　
　

佐
藤　

武
志

　

副
会
長　
　

佐
藤　

一
臣

御
神
田
奉
斎
会

　

会　

長　
　

阿
部　
　

仁

鹽
竈
神
社
博
物
館
審
議
委
員
会

　

審
議
委
員　

濱
田　

直
嗣

　
　

〃　
　
　

太
田
與
八
郎
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第
七
十
五
回

　
　
　
　

第
七
十
五
回

　
　
　
　
　　

奉
献
乾
海
苔
品
評
会

奉
献
乾
海
苔
品
評
会

　

本
年
も
当
社
を
会
場
に
「
鹽
竈

神
社
奉
献
乾
海
苔
品
評
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

審
査
会
は
、
一
月
六
日（
金
）
午

前
十
時
に
社
務
所
大
講
堂
で
実
施

し
ま
す
。
十
帖
一
束
約
三
二
〇

ｇ
以
上
の
乾
海
苔
を
一
点
と
し
て

色
・
艶
・
手
触
り
な
ど
厳
正
な
審

査
を
経
て
、
優
賞
・
準
優
賞
以
下

受
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

　

十
一
日
（
水
）、
午
前
十
一
時

よ
り
関
係
者
参
列
の
も
と
奉
献
感

謝
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
出
品
さ
れ
た
乾
海
苔

を
祭
務
所
に
展
示
し
ま
す
。
宮
城

県
の
日
本
有
数
の
乾
海
苔
を
、
豊

か
な
香
り
と
と
も
に
御
覧
下
さ
い
。

節　

分　

祭

　

恒
例
の
「
し
お
が
ま
さ
ま
の

豆
撒
き
」
節
分
祭
。

　

本
年
は
二
月
三
日
（
金
）、
五

日
（
日
）
両
日
共
、
午
後
三
時
よ

り
斎
行
し
ま
す
。

　

厄
年
を
迎
え
ら
れ
た
年
男
・
年

女
は
勿
論
の
事
、
年
齢
に
か
か
わ

ら
ず
厄
災
消
除
・
家
内
安
全
等
祈

願
し
ま
す
。

　

会
費
は
一
万
八
千
円
（
豆
撒
き

参
加
）、一
万
二
千
円
（
郵
送
祈
祷
）

そ
れ
ぞ
れ
祈
祷
料
・
記
念
品
・
そ

の
他
一
切
を
含
み
ま
す
。

　

両
日
共
に
一
三
〇
名
の
定
員
で

す
。
最
寄
り
の
世
話
人
に
お
申
込

み
下
さ
い
。

節
分
祭
年
男
年
女
世
話
人
会

　
　
　
　

〈
市
外
局
番
〇
二
二
〉

・
会
長

　

佐
藤　

武
志

　
　

南
町　

㈱
菅
原
園
茶
舗

�

（
三
六
二
）
〇
〇
二
八

・
副
会
長

　

佐
藤　

一
臣

　
　

南
町　

漢
方
の
塩
竈
芍
薬
堂

�

（
三
六
二
）
七
八
八
〇

・
郷
家　

照
夫

　
　

南
町　

郷
家
第
三
歯
科
医
院

�

（
三
六
二
）
四
五
七
一

・
松
本　

喜
八
郎

　
　

旭
町　

㈱
松
本
左
官
工
業

�

（
三
六
二
）
三
二
七
五

・
佐
藤　

仁
一
郎

　
　

南
町　

㈱
ご
ん
き
や

�

（
三
六
七
）
七
七
七
七

・
菅
原　

周
二

　
　

桜
ヶ
丘　

㈱
白
寿
殿

�

（
三
六
六
）
四
一
四
一

・
桜
井　

ふ
み
子

　
　

清
水
沢

�

〇
九
〇
（
五
八
四
三
）
二
七
二
二

・
鈴
木　

壱
彦

　
　

権
現
堂　

㈲
丸
伸
佐
藤
商
店

�

〇
九
〇
（
一
〇
六
九
）
二
〇
七
〇

・
大
友　

義
雄

　
　

桜
ヶ
丘　

㈱
白
寿
殿

�

（
三
六
六
）
四
一
四
一

・
大
場　

喜
藏

　
　

南
錦
町　

大
場
酒
店

�

（
三
六
七
）
〇
九
〇
六

・
高
瀬　

聰

　
　

尾
島
町　

　
　
　

㈲
た
か
せ
さ
と
し
美
容
室

�
（
三
六
六
）
六
四
二
〇

・
古
内　

隆
弘

　
　

港
町　

プ
リ
ン
ス
食
品
㈱

�

（
三
六
五
）
六
一
八
一

・
古
川　

浩
司

　
　

貞
山
通　

㈱
カ
ネ
ヒ
ロ

�

（
三
六
六
）
一
一
六
一

　

十
一
月
二
十
三
日
、
一
年
の
収

穫
を
大
神
様
に
感
謝
す
る
新
嘗
祭

（
産
業
振
興
大
祭
）
が
、
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
と
な
っ

て
い
た
「
初
穂
曳
」
が
、
規
模
を

縮
小
し
博
物
館
前
よ
り
志
波
彦
神

社
大
鳥
居
前
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
境
内
に
三
年
ぶ
り
に
奉
曳
車

の
「
碗
鳴
り
」
が
響
き
わ
た
り
ま

し
た
。

　

新
嘗
祭
斎
行
に
際
し
、
左
記
の

方
々
か
ら
各
種
産
物
を
御
奉
納
頂

き
ま
し
た
。

�

（
品
目
別
・
順
不
同
・
敬
称
略
）

新
嘗
祭
奉
献
者
御
芳
名

米
　

�

Ｊ
Ａ
い
し
の
ま
き
・
㈱
白
寿

殿
・
鈴
木
那
彦
・
大
場
一
美

酒
類

　

�

阿
部
勘
酒
造
㈱
・
㈱
佐
浦
・

㈱
や
ま
や
・
和
田
電
気
工
事

㈱
鮮
魚

　
�

み
な
と
塩
釜
魚
市
場
㈱
・
塩

釜
市
魚
市
場
買
受
人
協
同
組

合
・
塩
釜
市
魚
市
場
問
屋
組

合
・
塩
釜
市
水
産
振
興
協
議

会
・
ぜ
ん
ぎ
ょ
れ
ん
食
品
㈱

塩
釜
食
品
工
場
・
㈱
ワ
タ
ベ

魚
類
・
㈱
菊
池
商
店
・
ヤ
ッ

ト
ハ
チ
鈴
木
水
産
㈱
・
山
田

水
産
・
第
十
八
光
優
丸
・
第

三
千
龍
丸
・
第
十
一
照
丸
・

第
三
十
七
太
幸
丸
・
第
十
八

誠
漁
丸
・
第
三
十
五
長
福
丸
・

寿
利
丸

練
製
品

　

�

塩
釜
魚
市
場
水
産
加
工
業
協

同
組
合
・
㈱
塩
釜
水
産
食
品
・

㈱
ヤ
マ
ス
蒲
鉾
店
・
直
江
商

店
・
マ
ル
ブ
ン
食
品
㈱
・
㈱

ヤ
マ
カ
勝
又
商
店
・
㈱
ヤ
マ

マ
サ
・
㈱
明
豊
・
岸
柳
水
産

㈱
・
㈲
八
百
照
・
海
鮮
せ
ん

べ
い
塩
釜
㈱
・
㈱
間
宮
商
店
・

プ
リ
ン
ス
食
品
㈱
・
㈲
増
友

商
店
・
勝
山
水
産
㈱
・
水
野

水
産
㈱
・
㈲
カ
ネ
イ
蒲
鉾
店
・

㈱
阿
部
平
蒲
鉾
店
・
㈱
大
膳
・

㈱
松
島
蒲
鉾
本
舗
・
三
波
食

品
野
菜
・
果
物

　

�

㈱
塩
釜
地
方
卸
売
市
場
・
八

百
大
分
店
・
北
浜
フ
ー
ド
・

鈴
木
正
勝
・
小
野
と
み
ゑ

加
工
品

　

�

㈱
阿
部
亀
商
店
・
㈱
シ
ー
フ
ー

新
嘗
祭
斎
行

新
嘗
祭
斎
行

新
嘗
祭
斎
行
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十
一
月
八
日
、
鐔
奉
納
奉
告
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
原
一
郎
氏
（
仙
台
市
）
が
長

年
に
わ
た
り
蒐
集
し
た
鐔
一
〇
三

点
、
参
考
文
献
一
〇
一
点
、
参
考

資
料
一
一
点
を
、
仙
台
藩
刀
装
金

工
の
研
究
に
資
す
る
た
め
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

　

祭
典
後
、
宮
司
よ
り
感
謝
状
・

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

奉
納
さ
れ
た
鐔
は
、
博
物
館
に

お
い
て
「
佐
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

と
し
て
管
理
し
、
そ
の
一
部
を
新

春
特
別
展
で
展
示
し
ま
す
。

　

多
く
の
参
拝
者
を
迎
え
る
東
神

門
は
、
竣
功
八
十
年
を
む
か
え
ま

し
た
。

　

こ
の
門
は
、
東
京
に
本
社
を
置

く
片
倉
チ
ッ
カ
リ
ン
株
式
会
社

（
現
・
片
倉
コ
ー
プ
ア
グ
リ
株
式

会
社
）
の
三
代
目
社
長
で
あ
っ
た

片
倉
直
人
氏
の
敬
神
の
発
露
に
よ

り
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

同
社
は
、
大
正
九
年
の
創
業
で

東
京
に
本
社
を
置
き
全
国
各
地
に

支
店
・
営
業
所
を
も
ち
、
配
合
飼

新
春
刀
剣
展
開
催

　

博
物
館
で
は
、
一
月
一
日
か
ら

二
十
九
日
ま
で
恒
例
の
新
春
特
別

展
と
し
て
「
令
和
五
年
癸
卯
新
春

刀
剣
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

鉄
の
美
術
工
芸
品
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
日
本
刀
。
本
展

示
で
は
、
仙
台
藩
に
ゆ
か
り
の
作

品
を
中
心
に
日
本
刀
の
魅
力
を
御

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
展
示
で
は
、
令

和
四
年
に
仙
台
市
在
住
の
佐
原
一

郎
氏
よ
り
御
奉
納
い
た
だ
い
た
資

料
の
う
ち
か
ら
鐔
（
つ
ば
）
を
中

料
を
作
製
し
農
業
界
に
寄
与
し
て

い
る
著
名
な
会
社
で
す
。

　

昭
和
十
六
年
四
月
に
来
塩
し
た

片
倉
氏
は
佐
藤
重
三
郎
宮
司
と
面

談
し
、
鹽
竈
神
社
東
神
門
造
営
費

と
し
て
金
一
万
五
千
円
を
寄
進
す

る
こ
と
を
快
諾
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
年
六
月
二
十
五
日
に
地
鎮
祭

が
斎
行
さ
れ
、
同
年
十
月
二
十
八

日
に
竣
功
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。

　

祭
典
終
了
後
に
は
、
馬
場
上
に

設
け
た
櫓
か
ら
福
餅
・
福
銭
が
撒

か
れ
奉
祝
行
事
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

心
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

作
品
の
多
く
は
、
梅
近
（
う
め

ち
か
）
や
清
近
（
き
よ
ち
か
）
ら

塩
竈
に
居
住
し
た
と
さ
れ
る
鐔
工

を
含
む
仙
台
藩
で
活
躍
し
た
鐔

工
・
甲
冑
師
・
刀
工
ら
に
よ
る
作

品
で
、
歴
史
的
に
も
貴
重
な
資
料

で
す
。

　

鐔
は
日
本
刀
の
外
装
に
付
属
す

る
金
物
の
一
つ
で
、
柄
を
握
る
拳

を
守
る
な
ど
実
用
的
な
機
能
を
持

つ
ほ
か
、
装
飾
と
し
て
様
々
な
図

柄
が
表
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
武
士

の
好
ん
だ
様
々
な
意
匠
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

○
開
館
時
間

　

八
時
三
十
分
～
十
七
時
（
最
終

受
付
は
十
六
時
四
十
五
分
）

○
入
館
料
金

　

大
人
三
百
円

　

高
校
生
以
下
無
料

ズ
あ
か
ま
・
十
字
屋
㈱
・
赤

間
水
産
・
蜂
屋
食
品
㈱
・
㈱

阿
部
善
商
店

菓
子

　

�

梅
花
堂
・
㈲
土
井
精
菓
・
㈲

ヤ
マ
ギ
シ
洋
菓
子
店
・
丹
六

園
・
㈲
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
洋
菓

子
店
・
㈲
榮
太
楼

塩
　

�

㈱
東
日
本
ソ
ル
ト
仙
台
営
業

所
そ
の
他
食
品

　

�

㈱
松
田
製
粉
・
塩
釜
す
し
業

組
合
・
シ
ョ
ッ
プ
サ
ト
ー
・
㈱

ア
ベ
チ
ョ
ウ
・
大
森
商
店
㈱
・

理
研
食
品
㈱

鐔
奉
納
奉
告
祭

博博
　　

物物
　　

館館
　　

だだ
　　

よよ
　　

りり

東
神
門
竣
工
八
十
年

東
神
門
竣
工
八
十
年
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講
社
だ
よ
り

　

十
月
八
日
よ
り
十
日
ま
で
の
三

日
間
、
講
社
大
祭
が
三
年
ぶ
り
に

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
四
年
度
継
続
講
員
表
彰
者

�
（
敬
称
略
）

◇
九
十
年

菊
田
く
ら
子

◇
八
十
年

梅
津　

栄
一
・
星　
　

幸
一

鈴
木　

完
平
・
千
葉　

政
治

相
馬　

文
彦

◇
七
十
年

飯
田　

平
八
・
鈴
木
助
五
郎

大
河
原
支
部
（
六
名
）

八
島　

隆
治
・
齋　
　
　

忍

木
村　

幹
男
・
高
橋　
　

清

中
村　
　

弘
・
堀
篭　

哲
男

◇
六
十
年

櫻
井　
　

進
・
大
友
み
ね
子

遠
藤　

喜
信

城
南
会
（
一
名
）

小
林　

孟
彦

大
河
原
支
部
（
五
名
）

日
下　

正
信
・
西
山　

茂
人	

阿
部　

文
雄
・
庄
子　
　

充

森　
　

美
子

◇
五
十
年

千
葉　

喜
清
・
中
山
庄
太
郎

松
崎　

英
彦
・
上
野　

庸
悦

橋
沼　

好
信
・
渡
辺　

義
夫

笹
谷　

長
喜
・
阿
部　

武
雄

加
藤　

安
男
・
半
沢　

祥
一

渡
辺　

敏
明
・
笹
谷　
　

清

太
田　

和
雄
・
高
橋　
　

崇

政
木　

秀
樹
・
鈴
木　

省
吾

大
槌
支
部
（
一
名
）

前
川　

武
吉

◇
四
十
年

長
沼　

昭
吉
・
菅
原　
　

勇

東
海
林
松
雄
・
相
原　

誠
一

小
川　

浩
二
・
大
山　

庄
蔵

加
藤　

幸
子
・
佐
藤　

勝
夫

髙
橋　

弘
平
・
玉
田　

正
俊

千
田　

和
弘
・
永
浦　
　

誠

大
槌
支
部
（
一
名
）

倉
澤　

ミ
ヤ

大
河
原
支
部
（
六
名
）

加
藤
か
つ
よ
・
加
藤　

栄
治

佐
藤　

節
子
・
加
茂　

耕
一

佐
藤　
　

満
・
武
藤　
　

茂

◇
三
十
年

高
梨　

英
行
・
高
橋　

利
雄

阿
部　

慧
実
・
小
野　

一
夫

小
島　

文
雄
・
加
藤
平
八
郎

小
泉　
　

博
・
古
積
千
鶴
子

村
上　

昌
史
・
吉
田　

怜
子

城
南
会
（
一
名
）

田
中　

キ
ヨ

大
河
原
支
部
（
一
名
）

高
橋　

清
治

大
槌
支
部
（
一
名
）

山
崎　

福
男

岩
出
山
講
（
一
名
）

尾
形　

良
次

◇
二
十
年

㈱
柴
崎
屋　

・
加
藤　

澄
子

関
根　

敬
子
・
阿
部　
　

薫

遠
藤　

一
佳
・
小
栗　

雅
仁

川
野　

憲
昭
・
髙
橋　

圭
一

中
津
留
弘
美
・
原
田　
　

武

昌
浦　

哲
也
・
三
浦
み
か
子

城
南
会
（
二
名
）	

戸
島　

康
貴
・
角
田　

桂
子

岩
出
山
講
（
二
名
）

菅
原
ア
ツ
マ
・
阿
部　

豊
美

◇
十
年

森
永
乳
業
㈱
・
伊
藤　

の
ぶ

栗
生
明
日
香
・
小
石　

護
久

郷
家　

政
枝
・
桜
井　

修
子

佐
藤　

順
子
・
鈴
木　

明
美

鈴
木　

養
弘
・
渡
部　

正
春

大
河
原
支
部
（
二
名
）

佐
々
木
伸
夫
・
斎
藤　

新
一

大
槌
支
部
（
十
三
名
）	

佐
久
間
了
子
・
大
下
智
恵
子

伊
藤　

勝
治
・
藤
原　

設
子

藤
原　

栄
子
・
小
国　

和
男

長
洞　

幸
男
・
藤
村　
　

伸

水
野
眞
太
郎
・
湊　
　

洋
夫

小
国　

孝
子
・
佐
藤　
　

勤

竹
内
澄
美
子

岩
出
山
講
（
二
名
）

大
沼　

信
良
・
小
野
松
佳
孝

委
嘱

城
南
会

　

世
話
人　
　

清
水　

一
臣

岩
出
山
講

　

講
長　
　
　

佐
々
木
裕
子

洗
心
講

　

世
話
人　
　

高
木　
　

徹	

洗
心
講
講
社
祭

　

十
月
九
日
に
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
は
創
立
五
十
周
年
を
迎

え
、
記
念
の
奉
賛
金
が
明
石
講
長

よ
り
宮
司
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

継
続
講
員
表
彰
者

◇
三
十
年

渋
谷
洋
三
郎

◇
十
年

竹
ケ
原　

仁
・
竹
ケ
原
友
子

小
野
寺
勝
夫
・
小
野
寺
廣
男

前
田　

洋
子
・
高
橋　
　

連

明
石　

雄
治
・
佐
藤　

則
夫

長
嶋　

一
伊
・
菊
地　

君
男

三
浦　

智
治
・
阿
部　

守
吉

遠
藤
ふ
じ
子
・
遠
藤　

雄
也

遠
藤　

博
希

塩
竈
千
人
講
講
社
祭

　

例
年
は
六
月
に
斎
行
さ
れ
ま
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
為
、

延
期
と
な
り
十
月
三
十
日
に
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

継
続
講
員
表
彰

◇
六
十
年

佐
藤　

清
市
・
鈴
木　

勝
矢

◇
四
十
年

鈴
木　

一
義
・
仲
野　

嘉
藏

茂
木　
　

忠
・
鈴
木　

明
広

横
江　

孝
徳
・
伊
藤　

敏
明

◇
三
十
年

赤
間　

芳
明
・
横
瀬　

昭
子

佐
藤　

勝
治
・
佐
藤　
　

正

福
島　

紀
勝
・
鈴
木　

和
夫

小
林　

勝
衛
・
佐
々
木
長
一

赤
間　

松
治
・
赤
間　

政
一

伊
丹　
　

衛
・
伊
丹　

敏
子

伊
藤　

満
儀
・
佐
藤　

正
芳

◇
二
十
年

伏
見　

重
雄
・
酒
井　

文
雄

佐
藤　

公
儀
・
竹
内　

美
幸

髙
橋　
　

功
・
熊
谷　

儀
一

赤
間
真
由
美
・
綿　

恵
美
子

◇
十
年

桜
井　

厚
子
・
本
城　

元
子

今
野　

佳
子
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�

（
敬
称
略
）

九
月

　

塩
竈
市　
　
　

今
野　

翔
太

　

柴
田
郡　
　
　

伊
藤
み
ち
る

　

宮
崎
県　
　
　

久
保　

龍
志

　

宮
城
郡　
　
　

丹
野　

爽
風

　

塩
竈
市　
　
　

高
梨　

惇
也

　

愛
知
県　
　
　

荒
島　

彩
花

　

仙
台
市　
　
　

鈴
木　

哲
也

　

塩
竈
市　
　
　

鈴
木　

智
美

　

仙
台
市　
　
　

髙
橋　

孝
利

　

仙
台
市　
　
　

今
野
由
香
里

　

気
仙
沼
市　
　

三
浦　
　

和

　

気
仙
沼
市　
　

梁
田　

花
織

　

黒
川
郡　
　
　

佐
藤　
　

将

　

黒
川
郡　
　
　

佐
々
木
佳
菜

　　

塩
竈
市　
　
　

阿
部　
　

央

　

気
仙
沼
市　
　

米
倉　

朱
音

　

岩
手
県　
　
　

上
村　

雅
貴

　

塩
竈
市　
　
　

五
味
渕　

栞

　

仙
台
市　
　
　

隈
部　

大
輝

　

宮
城
郡　
　
　

小
西　

花
実

　

仙
台
市　
　
　

鈴
木　

拓
馬

　

大
阪
府　
　
　

中
井　

結
衣

　

石
巻
市　
　
　

白
幡　

紀
希

　

大
崎
市　
　
　

山
田　

瑞
穂

　　

千
葉
県　
　
　

石
丸　

史
典

　

福
岡
県　
　
　

盛
田　

暁
子

十
月

　

塩
竈
市　
　
　

菅
野　

悟
史

　

石
巻
市　
　
　

横
山　

祥
子

　

岩
手
県　
　
　

西
村　

洋
紀

　

千
葉
県　
　
　

平
尾　

美
弥

　

東
松
島
市　
　

永
沼　

幸
平

　

福
島
県　
　
　

加
藤　

野
枝

　

埼
玉
県　
　
　

井
上　

稔
紀

　

仙
台
市　
　
　

池
田
紗
永
子

　

石
巻
市　
　
　

髙
橋　

友
哉

　

仙
台
市　
　
　

菊
地
紗
和
子

　

兵
庫
県　
　
　

白
澤　

篤
志

　

多
賀
城
市　
　

三
上　

華
代

　

遠
田
郡　
　
　

迎
田　

裕
保

　

仙
台
市　
　
　

遠
藤
真
理
子

　

埼
玉
県　
　
　

上
岡　
　

竜

　

仙
台
市　
　
　

阿
部　

朋
枝

　

神
奈
川
県　
　

三
浦　

択
実

　

宮
城
郡　
　
　

安
野　

悠
美

　

仙
台
市　
　
　

及
川　

直
利

　

仙
台
市　
　
　

岩
崎　

静
香

　

長
野
県　
　
　

中
島　

一
樹

　

仙
台
市　
　
　

黒
澤　

果
奈

十
一
月

　

気
仙
沼
市　
　

熊
谷　
　

敏

　

岩
手
県　
　
　

岩
渕　
　

文

　　

石
巻
市　
　
　

鈴
木　
　

悠

　

東
松
島
市　
　

渥
美　

果
子

　

神
奈
川
県　
　

大
江　
　

隆

　

仙
台
市　
　
　

手
島　

美
緒

　　

群
馬
県　
　
　

阿
久
津
敬
史

　

角
田
市　
　
　

大
槻
友
理
絵

　

宮
城
郡　
　
　

鈴
木　

竜
馬

　

仙
台
市　
　
　

髙
木　

杏
樹

　

岩
手
県　
　
　

小
原　

海
斗

　

仙
台
市　
　
　

島
﨑　

雪
乃

　

ア
メ
リ
カ　
　

ジ
ョ
エ
ル

　
　

合
衆
国　
　

サ
ン
ギ
ネ
ッ
テ
ィ

　

仙
台
市　
　
　

三
品　
　

恵

　

富
谷
市　
　
　

渡
邉　

智
也

　

栃
木
県　
　
　

高
橋　
　

萌

　

加
美
郡　
　
　

今
野　
　

聡

　

大
崎
市　
　
　

工
藤　

順
子

　

福
島
県　
　
　

菊
地　

昭
文

　

仙
台
市　
　
　

浅
黄　

光
砂

　

塩
竈
市　
　
　

宮
田　

直
樹

　

宮
城
郡　
　
　

鈴
木　

詩
織

　

山
形
県　
　
　

佐
藤　

雄
太

　

登
米
市　
　
　

佐
藤　

亜
美

う
ま
く
い
く
守

　
　

卯
歳
に
あ
た
り
、
卯
の
飾
り

金
具
の
つ
い
た
今
年
一
年
限
定

で
す
。

�

初
穂
料
　
一
〇
〇
〇
円

授
与
品
案
内

授
与
品
案
内

授
与
品
案
内

銅
板
奉
納
者
芳
名

　

昨
年
九
月
よ
り
十
一
月
に
か

け
て
、
多
く
の
方
々
よ
り
銅
板

の
御
奉
納
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

（
敬
称
略
）

九
月

　

福
島
県　
　
　

品
川　
　

弓

　
　
　
　
　
　
　

他
一
〇
二
名

十
月

　

東
京
都　
　
　

大
浦
か
づ
子

　
　
　
　
　
　
　

他
一
〇
七
名

十
一
月

　

宮
城
県　
　
　

山
本　

月
雄

　
　
　
　
　
　
　

他
九
十
六
名

　

正
月
限
定
の
御
朱
印
紙
を

奉
製
し
ま
し
た
。

�

枚
数
　
　
四
〇
〇
〇
枚

�

初
穂
料
　
　
五
〇
〇
円

正
月
限
定
御
朱
印

ご
結
婚
　
　
　

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
慶
）

国

家

安

泰

五

穀

豊

穣

家

内

安

全

安

産

祈

願

海

上

安

全

大

漁

満

足

祭 

事 

暦 
（
一
月
か
ら

三
月
ま
で

）

九
月

　

五
日　
　
　

國
學
院
大
學
指
定
実
習
Ⅱ
受
講
者�

三
名

　

十
一
日　
　

洗
心
講
世
話
人
会�

八
名

　

十
四
日　
　

全
国
芽
生
会
連
合
会�

十
名

　

二
十
一
日　

一
万
人
の
お
宮
奉
仕
和
合
友
の
会�

二
十
名

十
月
　

　

五
日　
　
　

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
宮
城
支
部�

四
名

　

七
日　
　
　

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
二
五
二
〇
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
沼
ガ
バ
ナ
ー
他�

九
名

　

十
九
日　
　

東
京
都
・
池
邊　

五
郎
氏

十
一
月

　

十
九
日　
　

北
海
道
洞
爺
佐
々
木
フ
ァ
ー
ム�

十
名

　

三
十
日　
　

し
お
が
ま
蔵
出
し　

新
酒
ま
つ
り�

十
五
名

　
　
　

参
　

拝
　

記
　

録
　

　
　

文
　
芸
　
欄
　
　
　
　
　

新
聞
の
文
字
め
ら
め
ら
と
焚
火
立
つ
　
　
　
　
　
大
野
　
み
よ
子

建
売
り
の
小
さ
き
庭
や
花
八
ツ
手
　
　
　
　
　
　
大
友
　
セ
ツ
ノ

返
り
花
津
波
の
記
憶
よ
び
さ
ま
す
　
　
　
　
　
　
上
田
　
由
美
子

欠
け
ゆ
く
も
満
つ
る
も
蝕
の
冬
の
月
　
　
　
　
　
今
田
　
須
美
子

小
六
月
一
駅
だ
け
の
旅
気
分

　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原

　
　
和
子

秋
空
へ
キ
ヤ
チ
ボ
ー
ル
の
兄
妹

　
　
　
　
　
　
　
齋
藤

　
　
豊
子

爽
や
か
や
か
つ
ら
並
木
の
ゴ
ル
フ
場

　
　
　
　
　
鈴
木

　
ゆ
う
子

悠
々
と
紅
葉
且
つ
散
る
長
老
湖

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

　
　
悦
子

牡
蠣
筏
波
に
眠
れ
る
銀
か
も
め

　
　
　
　
　
　
　
今
野

　
紀
美
子

撫
牛
を
な
で
あ
ぐ
緋
寒
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
及
川

　
　
源
作

毎
月

　

一
日

朔

日

祭

　

 

〃

曲
木
神
社
月
次
祭

　

六
日

御
釜
神
社
月
次
祭

　

十
日

鹽
竈
神
社
月
次
祭

　

二
十
九
日

志
波
彦
神
社
月
次
祭

一
月

　
一
日

歳

旦

祭

　
二
日

大

御

饌

祭

　
三
日

元

始

祭

　
五
日

鏡

開

　
九
日

成

人

祭

　
十
四
日

松

明

祭

　
二
十
二
日

旧

正

月

二
月

　
三
日

節

分

祭

追

儺

式

　
五
日

節

分

祭

追

儺

式

　
十
一
日

紀

元

祭

　
十
七
日

祈

年

祭

　
二
十
三
日

天

長

祭

三
月

　
十
日

帆

手

祭

　
十
八
日

神

馬

塚

慰

霊

祭

　
二
十
九
日

志
波
彦
神
社
例
祭

令
和
五
年　

癸
卯　

元
旦

志
波
彦
神
社

鹽　
竈　
神　
社

　

宮　

司　
　

鍵　
　

三
夫

　

権
宮
司　
　

野
口　

次
郎

　

禰　

宜　
　

大
瀧　

博
司

　
　

〃　
　
　

近
藤　
　

優

　
　

〃　
　
　

小
野　

道
教

　

権
禰
宜　
　

永
野　

雄
大

　
　

〃　
　
　

鈴
木　

重
和

　
　

〃　
　
　

前
川　

成
文

　
　

〃　
　
　

菅
原　

慶
太

　
　

〃　
　
　

小
栗　

雅
仁

　
　

〃　
　
　

藤
澤　

瑞
朗

　
　

〃　
　
　

柏
木　

岳
史

　
　

〃　
　
　

浅
野　

満
昭

　
　

〃　
　
　

三
品　

博
隆

　
　

〃　
　
　

菅
原　

治
彦

　
　

〃　
　
　

栗
生　

貴
史

　
　

〃　
　
　

菅
野　

祐
太

　
　

〃　
　
　

高
橋　

友
紀

　
　

〃　
　
　

菊
地
明
日
香

　

出　

仕　
　

狩
野　

瑞
季

　

巫　

女　
　

氏
家　
　

華

　
　

〃　
　
　

小
林　

莉
沙

　
　

〃　
　
　

及
川　

華
夢

　
　

〃　
　
　

郷
家　

も
も

　
　

〃　
　
　

千
葉　

琴
羽

　
　

〃　
　
　

石
川　

一
冴

　
　

〃　
　
　

加
藤　

美
羽

　

巫　

女　
　

日
野　

愛
咲

　
　

〃　
　
　

大
沼　

れ
い

　
　

〃　
　
　

菅
田　
　

楓

　

苑　

丁　
　

高
橋　
　

賢

　

社
務
員　
　

阿
部　

裕
一

　
　

〃　
　
　

伊
藤　

道
則

　
　

〃　
　
　

三
浦　
　

馨

　
　

〃　
　
　

伊
藤　

晶
子

　

学
芸
員　
　

茂
木　

裕
樹

　

釜
社
守　
　

笹
木
さ
や
か

　

嘱　

託　
　

伊
勢　

章
子

謹
賀
新
年


